<論文>意思決定を評価要素とする職務分析・評価の技術的側面 : T.T.Paterson の所論を中心として by 幸田 浩文
<論文>意思決定を評価要素とする職務分析・評価の



























































政 策 決 定
計 画決 定
゛ 解 釈決 定
定型的決定
自 動 決 定





半 熟 練 工












統 合 決 定
政 策 決 定
統 合 決 定
計 画 決 定
統 合 決 定
解 釈 決 定
統 合 決 定
定型的決定
統 合 決 定
自 動 決 定

























































































、A 、B 、C 、D 、E ）に分類し、さらにBandA を除く他のBand を2 つの等級に分割した。































2.3 つの評価要素 ＼ し し
それでは、以下、GCP 法の内容についてより詳細にみてみ よ^11)レ：
まず、評価要素の①の技術情報要素だが、 これは経営管 理情報の深度(depth ）と範囲(width ）の2
つの次元に分けられ、等 級づけられる。次いで②の問題処理能力要素は、上述した ように①の要
素の乗数 として与えられ、これも思考の環境（thinkingenvironment ） と思考 の困難度 （thinkingchallenge
）の2 つの次元に分けら れる。 最後の③の責任要素は、=行動に対する自由度（freedomtoact)
と責任の重要度(magnitudeofaccountability ）の2 つ の次元から成 り立 ってい る。GCP 法
はこうした3 要素をもって、意思決定と責任、そして知識に基づ く権限とその当否(advisability) の
関係を 評価し ようとするものである。 ご ‥ ご
職務分析表に示 されている縦・横のマス目は、等比級数的に 点数 が配分さ れてい る。 これは、
ウェーバ ―の法則の差異閥(differentialthreshold ）の概念を応用した比率べ15％）で間隔づけられ







行に必要な専門的・管理的・人間関係的活動につい ての知識や 経験 のこと である と定義づけ てい
る14)。j/
技術情報（√ウハウ）要素を構成している深度の次元は、A ～F までの8 つ の等級ごとに、職務
に必要な技能・教育・訓練につい ての定義が与えられている。その8 つの等級はさらに3 分割され、
全体で24 のレベルが設定されてい るノ 犬
いま1 つの範囲の次元は、I ～V までの5 つの等級ごとに、職務に必要な経営管理情報の範囲に
ついての定義が与えられている。さらに、上 記の5 つの等級は、ダ職務で必要とされる人間関係技能
（humanrelationsskill) によりさらに次の3 つに 分割される。 ト
この ように、情報技術要素は、深度次元の24 （8 ×3 ）等級と範囲次元の12 （V はのぞくので4










し ま1 つり困難度次元は、5 等級に分けられ、そ れはさらに2 つの下位等級に分割される。
このように、問題処理能力要素は、思考環境次元の16（8 ×2 ）等級と困難度次元の10（5 ×2
）等級を掛け合わせたl60（16×10）のマトリックスによって 評価される。3)




下位等級をもつ8 つの等級と、襲 者は4 つの下位等級をもつ4 つの等級に分割されるノ
責任の重要度次元は、職務で下された決定により危険を被るあるいは影響を受ける金額の多寡に
よって、極少、少、中、大の4 つの等級に分割されるふ ： 犬

























































、b 、c と再分割され、全体で6 つ（O 、A 、B 、C 、D 、E ）の意思決定Band にまとめられて
い る。




解されなかった ようであ る川。客観性を高めるためには、可能な限 り数量的に表示し、記 述す る必
要があ る。しかし、定義には、［単純な］「わずかな」「大まかな」「広範囲のト「複雑な」といったあ




ほど、意思決定 が困難にな るという理由で、係数がそれぞ れの水準に対応している。例えば、「（D 少




3 ） 必 要 な 計 算 の 種 類
パ タ ー ソ ソ が い う よ う に 、 上 位 の 意 思 決 定 水 準 に な る に つ れ て 、 意 思 決 定 に 対 す る 制 約 は よ り 広
が り 、 不 確 実 性 と 危 険 性 は 増 大 し 、 漸 進 的 に よ り 複 雑 な 技 術 が そ れ ら を 減 少 さ せ る の に 必 要 と な
っ
て く る 呪 す な わ ち 、 技 術 が 複 雑 に な る に つ れ て 、 意 思 決 定 水 準 が 高 次 に な る と い う こ と で あ る
。 こ
こ で は 、 必 要 と さ れ る 計 算 の 方 法 と そ の 結 果 り 解 釈 が 問 題 と な る 。 「（4 ） 種 々 の 複 雑 な 公 式 や 計 算
方 法 り 使 用 と そ の 解 釈 」 と い っ た 定 義 は 、 例 え ば 、 新 製 品 の 理 論 コ ス ト を 計 算 す る と い っ た 場 合 、
数 多 く の 情 報 の 中 か ら 必 要 な 情 報 を 選 択 七 な け れ ば な ら な い こ と を 意 味 し て い る
。 さ ら に
複 雑 な 公
式 に 数 値 を 代 入 で き な け れ ば な ら な い し
、 結 果 を ど の よ う に 解 釈 す る か に よ っ て も 成 果 に 差 が で る 。4
） 必 要 な 理 解 力
犬 ＝
意 思 決 定 に 際 し て は 何 ら か の 情 報 が 必 要 と な る
。
情 報 が 複 雑 に な る に つ れ て 、 意 思 決 定 に お け る
困 難 度 が 増 大 す る 。 例 え ば 、「（4 ） 専 門 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て の
批 判 的 評 価 ］ と い
っ た
定 義
は 、 意 思 決 定 者 の 活 動 分 野 や 関 連 分 野 で の 最 新 の 出 版 物 を 批 判 的 に 理 解 す る ご と が で き な け れ ば な
ら な い こ と を 意 味 し て い る 。
ニ ト ＼5
） 必 要 な 注 意 力に
こ で い う 注 意 力 （vigilance ） と は 、 物 事 に 対 す る 強 い 専 心 を 意 味 し て い る21 ）
。 「
（2 ） 複 雑 な 作 業
領 域 に お い て 具 体 的 な 方 法 で 行 使 さ れ る よ う な 注 意 力 」 と い
っ た 定 義 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の 運 転 時
や 自 動 制 御 装 置 の 操 作 時 に 行 使 さ れ る よ う な 注 意 力 を 意 味 し て い る
。 こ の 注 意 力 要 素 は 、 意 思 決 定
の 種 類 要 素 を 補 強 す る も の で あ る 。6
） 過 失 の 結 果 の 重 大 性
過 失 の 結 果 の 重 大 性 は 、 損 失 の 確 率 と そ の 程 度 に 依 存 す る 。 損 失 は 、 職 務 で 適 切 に 行 使 さ れ な
か っ た 注 意 力 と 、 間 違 っ た 意 思 決 定 か ら 生 じ る 。 ま た 損 失 は 、 職 務 で 使 用 さ れ た 人 的 ・ 物 的 資 産 の
損 害 を 意 味 す る
。 こ の 要 素 は 、 旧 来 の 点 数 法 で 用 い ら れ て い る づ 責 任 ト 要 素 と 密 接 に か か わ っ て い
る 。 こ の 要 素 も 注 意 力 要 素 と 同 様 に 意 思 決 定 の 種 類 要 素 を 補 強 す る も の で あ る 。7
） 教 育I ・
こ の 要 素 は 、 い わ ゆ る 学 歴 に 相 当 す る も の で あ る22）
。 こ の
要 素 は 、 職 務 が 遂 行 さ れ る ま で に 必 要
と さ れ る 時 間 数 に 関 連 し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 高 等 教 育 を 修 了 し て い れ ば 、 職 務 の 習 得 に 必 要 な
時 間 数 は 短 縮 さ れ る と い う こ と で あ る
。 た し か に 、 学 位 は 、 あ る 職 務 を 遂 行 す る の に 必 要 で は あ る
が 、 す べ て に 通 用 す る わ け で は な い
。 し た が っ て 、 こ の 要 素 は 、 現 在 で は な く 過 去 の 業 績 に 対 す る
報 酬 と み な せ る 。8
） 経 験






IV. 裁 量 の時 間 幅方 式1.
内容と特徴 十
ジャックス（Jaques,E. ）は、裁量行使の結果が直属上司によって 検閲されるまでの期間、つ まり
時 間幅の長さと責任の重さが対応関係にあることを調査を通 じて明らかにした。 こうした時間幅概
念に基づ き√責任を測定しようとする技法が裁量の時間幅方式(time-spanofdiscretionmethod ）
である≒ ：










た、いわゆるプレ ッシ ャーを受け る期間を裁量の時間幅と呼 んでいる。これは、「ある役割において
仕事 の速度と質をつ り合わせる際、部下が継続してぎりぎりまで、基準を下回る裁量を行使してい
ない としヽ うことを、上司 の管理者が見届け ることができるまでの最長の経過時間」と定義される2≒
このぎ りぎ りイ限界的）に基準を下回る裁量とは、「一組の基準が示す限界にわずかに及ばない結果
を 生む裁量のことで、それは一種の境界概念であり、それはす ぐに多 くの人の目を引くような極端
な判 断でもな く、即 座に観察するごとができないもの］である芦レ こうした 目に見えに くい裁 量行
使の結果ぱ、 ジャックスに よれば、次のような手続きを経て検証するこ とができるという29)。
① 注意を払いすぎたために時間が長 くかかってし まった場合（仕事の質の重 視、速度の軽視）。
② 仕事は短期間で完了したが、し不注意めために結果が基準の限界を下回 ってしまった場合 て仕

























































































）この方法については，1951 年から1954 年にかけ ての一連の論文で発表された後，い くつかの企業で用いら
れた。9
）日経連『日本におけ る職務評価と職務給』日経連弘報部，1964 年，275-176 頁。10
）Paterson,T.T.,JobEvaluation ・ANewMethod,vol.1,BusinessBooksLimited,1972,p.108.11)Ibid.,pp.108
－114.12
）ウェーバーの法則についての詳細は，拙稿を参照のこと。幸田浩文 「職務の価値づけ とそ の理論的根拠」
































）Ibid 。pp.134 －141、（同上、154-164 頁）。31
）Ibid 。pp.139. （同上、160 頁）。32
）Ibid 。pp.140. （同上、163 頁）。33
）Paterson,op.cit. 、vol.1,pp.28 －29、
なお、本稿は平成7 年度（文部省）科学研究費の助成による研究成果の一部である。
（1995年9 月30日受理）
